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Liquid Based Cytology (LBC) 法とは？  
Liquid Based Cytology（LBC: 液状化細胞診）とは、細胞診における細胞検体処理法の一つで

ある。本法では採取した細胞診検体を分散液（保存液）中で撹拌・分散した後、細胞を回収しス
ライドガラス上へ薄く転写・塗沫し、固定した後、染色を行い細胞診標本を作製する方法である。
本法は従来婦人科領域の細胞診検体処理法として開発されたものであり、細胞がスライドガラス
上に薄く塗沫されることから thin layer 法あるいはmonolayer 法とも呼ばれていたものである。
LBC に関しては米国細胞病理学会による「子宮頸部細胞診実施ガイドライン」において、その取
扱いが明記されたことで婦人科細胞診における LBC の位置づけがより明確になった経緯がある。 

 
細胞処理法としての LBC 法の利点 
従来、婦人科細胞診においては、細胞塗沫過程における乾燥による人工産物の発生が細胞像を

評価する上で大きな障害となることが指摘されており、また、綿棒などによる細胞採取では、細
胞成分の有効利用ができない（細胞成分のロス）ことが問題となっていた。この点に関して、LBC
法は採取細胞を液状化することで乾燥を防ぐと共に、特殊な集細胞／転写・塗沫法（現在 FDA は
フィルター転写法ならびに比重勾配法を認可している）によって効率良く細胞を塗沫することが
可能となった。さらに、保存液中で分散することで塗沫細胞の重なりを最小限にすることが可能
となり、観察評価に適することが示されている（図１）。 

 
図１ 尿細胞診検体に関する処理法の比較 

 
尿検体における細胞塗沫標本と LBC 法による細胞診塗沫標本の比較 
膜フィルター法を用いて集細胞された尿検体と LBC 法によるものとでは、細胞像に違いを生じ

るか否かについて検討した。両者共にパパニコロウ染色の結果である。膜フィルター法による細
胞像では塗沫細胞の集塊は比較的大きく、細胞の重積性が目立った。一方、LBC 法では塗沫細胞
は弧在性のものが多く、細胞集塊は比較的小型であるが、染色性に関しては両者に決定的な違い
は見いだせなかった。また、乾燥、細胞の収縮ならびに核濃縮などの細胞評価に支障をきたすよ
うな人工産物は全く観察されなかった（図２）。 
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図２ 尿細胞診検体に関する処理法の比較 
 
る LBC 法の応用 
ける LBC 法の応用については限られた報告しかない。また、その有用
ていない。しかし、予備的な検討ではあるが、塗沫細胞像に関しては
とも劣らない結果であった。現在非婦人科検体として LBC 法の応用が
ものが挙げられる：１）穿刺吸引細胞診、２）内視鏡的擦過細胞診、
割面の擦過、４）気管支／肺胞洗浄液、５）体腔液（胸水、腹水など）、
などである。 

おける免疫細胞化学 
として免疫細胞化学の適否を検討した。LBC 法で処理された細胞塗

ールで浸漬固定した後、型のごとく免疫染色を施行した（染色のフロ
乳癌検体に関して LBC 処理塗沫細胞像は、組織像を良く反映する細

図４）。これら塗沫細胞のホルモンレセプターの発現態度は組織のそれ
って、免疫細胞化学に関して LBC 処理は、細胞像ならびに抗原性に
ないことが示された。さらに、染色強度についてもきわめて良好な結
保持に関しては、LBC 保存液中に長期保存しても問題ないことが示さ
関しては保存液中の長期保存は核の濃縮と収縮をもたらし、あまり長
適と思われた。 
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ThinPrep による細胞診検体の液状処理と塗沫標本の作製 

 
９５％エタノールで浸漬固定、室温３０分 

 
水 洗 

 
（必要に応じて抗原賦活、３０分ボイル） 

 
水 洗 

 
PBS 中で洗浄、２分 

 
内因性ペルオキシダーゼ活性の阻害（０.５％過酸化水素水５分） 

 
PBS 中で洗浄、２分 

 
抗体の非特異反応の阻害（多種動物正常血清５分） 

 
一次（特異）抗体反応、室温３０分 

 
PBS 中で洗浄、２分 

 
ビオチン化二次抗体、室温１０分 

 
PBS 中で洗浄、２分 

 
ペルオキシダーゼ標識ストレプトアビジン、室温１０分 

 
PBS 中で洗浄、２分 

 
DAB 溶液中で発色、３〜５分 

 
水 洗 

 
必要に応じてヘマトキシリンで核染 

 
エタノール系列で脱水 

 
透徹・封入 

 
図３ 液状細胞診検体の免疫染色フローチャート 
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LBC の長所と短所 
我々の検討した結果におい

１） 採取された細胞の有

２） 塗沫背景がきれいで

３） 採取細胞量にもよる

４） 塗沫領域が限定され

５） 保存液中で細胞の保

６） 免疫細胞化学的検索

７） 細胞評価に関して自

 

図４ 乳癌組織像 (a)と LBC 塗沫細胞像 (b)
  
  

 

図５ LBC 処理塗沫細胞におけるエストロゲン受容体 (a) 

ならびにプロゲステロン受容体 (b)の発現  
て、LBC の長所としては以下の点が挙げられる。 
効利用が可能である（細胞の loss が少ない）。 
、薄い細胞塗沫が可能である（細胞重積が少ない）。 
が、多数の塗沫スライドの作製が可能である。 
るため鏡検効率がよい。 
存が可能である。 
ならびに遺伝子検索が可能である。 
動化が可能である。 
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一方、短所としては以下の点が挙げられる。 
１） 通常の細胞診検体の処理に比較してコストが高い。 
２） 塗沫背景がきれになることで、壊死性背景を読み取ることが困難である。 
３） 液状化処理から塗沫、染色にいたる過程に時間がかかる。 
４） LBC のための特別な機器の設置が必要であり、高価である。 
 
まとめ 

LBC（Liquid Based Cytology）は良好な細胞形態の保持に加え、保存液中での細胞の長期保存
が可能である。また、必要に応じて免疫細胞化学や遺伝子解析が可能であり、今後、非婦人科領
域における LBC への期待が増すと共にその需要拡大が予測される。 
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